
 

 

 

役 員 選 挙 管 理 規 則（案） 

 

（目的） 

第１条 この規則は、○○○○○○○○○○○○○○管理規約（以下「規約」という。）

第４７条第２項に定める役員の選挙の実施について定める。 

 

（立候補） 

第２条 理事及び監事に立候補しようとする組合員（区分所有者）もしくは組合員の配

偶者又は１親等以内の親族は、選挙管理委員会で決められた手順により、期日

までに書面において届出をしなければならない。 

    

（選任の方法、立候補者に関する情報の開示） 

第３条 理事及び監事は、次の方法により総会で選任されるものとする。 

   一 定員を上回る場合は、委任状を除く議決件数の得票上位者で決するものとす

る。 

   二 定員に満たない場合、又は理事及び監事の増員が必要と認める場合は、８名

以上１２名以内にて理事会で推薦をし、総会で承認を得るものとする。 

   三 監事が定員に満たない場合は、２名以内にて理事会で推薦をし、総会で承認

を得るものとする。 

四 定数内の場合は、総会で承認を得るものとする。 

   五 選挙管理委員会は選挙に先立ち、組合員に対して立候補者に関して選任に必

要な情報の開示をするものとする。 

①氏名 ②年齢 ③入居時期（○年） ④所信表明 

   六 選挙が行われない場合でも、選挙管理委員会は前項に規定する情報を組合員

に開示するものとする。 

 

（選挙資格） 

第４条 選挙資格は、組合員（区分所有者）もしくは組合員の配偶者又は１親等以内の

親族でなければならない。 

  ２ 前項の規定に拘らず、次の各号に掲げる者は選挙資格を有しない。 

   一 暴力団構成員又は準構成員 

   二 反社会的政治結社構成員又は準構成員 

   三 反社会的宗教団体構成員又は準構成員 

 



   四 賭博、売春、麻薬密売等違法行為を行う者 

   五 総会屋及びそれに類する先導行為、又は総会・理事会運営を妨害するような

行為をする者 

 

（被選挙資格） 

第５条 被選挙資格は、区分所有権を取得し、１月１日現在満３年以上所有している組

合員（区分所有者）もしくは組合員の配偶者又は１親等以内の親族でなければ

ならない。 

  ２ 前項に拘らず、次の各号に掲げる者は被選挙資格を有しない。 

一 成年被後見人若しくは被保佐人又は破産者で復権を得ないもの 

二 禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わり、又はその執行を受ける 

ことがなくなった日から５年を経過しない者 

三 暴力団員等（暴力団員又は暴力団員でなくなった日から５年を経過しない者 

をいう。） 

（確定） 

第６条 役員は、総会において、開票の結果を委員会より報告を受けて承認されるもの

とする。 

 

 


